
南み
な
ぶ
ち淵
の 

細ほ
そ

川か
は

山や
ま

に

立
つ
檀ま

ゆ
み

弓ゆ

づ

か束
纒ま

く
ま
で

人
に
知
ら
え
じ

vol.146

はじめての万葉集
日本に現存する最古の和歌集「万葉集」を
分かりやすくご紹介します

南
淵
の
細
川
山
に
は
え
る
檀
を
弓
に
し
て
、

束
を
ま
く
ま
で
人
に
知
ら
れ
る
な
。

訳
　

作
者
未
詳
　
巻
七
（
一
三
三
〇
番
歌
）

飛
鳥
川
の
上
流

　

南
淵
は
飛
鳥
川
の
上
流
で
、
現
在
の
明
日
香
村
稲
淵
一
帯
を
指

し
ま
す
。
細ほ
そ

川か
わ

山や
ま

は
、
明
日
香
村
細
川
の
北
方
に
位
置
す
る
標
高

五
二
三
ｍ
の
山
で
す
。
飛
鳥
川
上
流
地
域
は
、
飛
鳥
か
ら
吉
野
宮
へ
の

重
要
な
交
通
路
で
し
た
。

　
『
日
本
書
紀
』
天
武
五
（
六
七
六
）
年
五
月
是
月
条
に
「
南
淵
山
・

細
川
山
を
禁
じ
て
、
並
び
に
芻
く
さ
か
り

薪た
き
ぎ
こる
こ
と
な
か
れ
」
と
の
勅
が
出
さ

れ
、
草
木
の
伐
採
を
禁
じ
ま
す
。
周
辺
を
清
寧
に
保
つ
た
め
で
す
が
、

弓
の
材
料
に
適
し
た
檀
が
多
く
茂
っ
て
い
た
こ
と
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

　

南
淵
に
は
、
南み
な
ぶ
ち
の
し
ょ
う
あ
ん

淵
請
安
の
邸
が
あ
り
、
こ
の
地
の
出
生
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
推
古
十
六
（
六
〇
八
）
年
、
請
安
は
小
野
妹
子
を
大
使
と

す
る
遣
隋
使
に
、
留
学
僧
と
し
て
随
行
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
使
節

団
に
は
、
高た
か
む
こ
の
く
ろ
ま
ろ

向
玄
理
や
僧そ
う

旻み
ん

ら
が
い
ま
す
。
こ
の
後
、
請
安
は
隋
、

隋
が
滅
ん
だ
後
は
唐
で
学
び
ま
し
た
。
舒
明
十
二
（
六
四
〇
）
年
、

請
安
は
玄
理
と
と
も
に
帰
国
し
ま
し
た
。
隋
に
渡
っ
て
か
ら
、
実
に

三
十
年
以
上
の
年
月
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
国
し
た
請
安
は
、
隋
・
唐
で
学
ん
だ
知
識
を
伝
え
る
た
め
、
南

淵
の
地
に
塾
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
教
え
を
受
け
た
者
の
中
に
、
中

大
兄
皇
子
と
中
臣
鎌
足
が
い
ま
し
た
。
二
人
は
皇
極
三
（
六
四
四
）

年
正
月
以
前
か
ら
請
安
の
塾
に
通
っ
て
お
り
、
そ
の
途
上
で
大
化
改
新

（
乙い
っ
し巳

の
変
）
の
計
画
を
練
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
請
安
が
伝
え
た
知
識
は
、
大
化
改
新
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
乙
巳
の
変
後
に
請
安
の
名
前
は
見
え
ず
、

そ
れ
以
前
に
死
去
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
鎌
足
は
蘇
我
入
鹿
暗
殺
の
際
に
、
弓
を
持
っ
て
潜
ん
だ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の
弓
の
素
材
は
請
安
の
塾
の
近
く
で
採
れ
た
も
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
本
文　

万
葉
文
化
館　

中
本 

和
）

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
・
奈
良
県
立
美
術
館 

連
携
企
画
展

「
た
び
に
し
あ
れ
ば 

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
・ 

奈
良
県
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
」

開
催
中
～
７
月
12
日
（
日
）

自
ら
の
住
ま
う
土
地
を
離
れ
て
異
郷
へ
と
向
か
う

「
旅
」
を
テ
ー
マ
に
、『
万
葉
集
』
か
ら
現
代
の
作
品

ま
で
、
時
代
の
変
遷
す

る
旅
の
あ
り
方
を
奈
良

県
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

通
し
て
展
観
し
ま
す
。

※
国
内
の
小
・
中
学
生
、

高
校
生
・
18
歳
未
満

の
人
は
無
料
。

※
国
内
の
65
歳
以
上
の

人
は
平
日
無
料
、
土

曜
・
日
曜
は
一
般
料
金

に
な
り
ま
す
。そ
の
他

割
引
な
ど
、詳
し
く
は
当
館
H
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

出
張
講
座 

万
葉
古
代
学
講
座 

i
n 

奈
良

　

 「
古
代
日
本
の
都
」

　
７
月
11
日
（
土
）
13
時
15
分
～
16
時
30
分

　
　
（
12
時
45
分
開
場
）
無
料
・
申
込
不
要

［
会
場
］�

奈
良
公
園
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
レ
ク

チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

［
講
師
］ 

井
上 

さ
や
か
（
当
館
企
画
・
研
究
係
長
）

　
　
　

 

中
本 

和
（
当
館
主
任
研
究
員
）

　
　
　

 

榎
戸 

渉
吾
（
当
館
研
究
員
）

※
詳
し
く
は
奈
良
県
立
美
術
館
Ｈ
P
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

万
葉
集
を
よ
む 

無
料
・
申
込
不
要

７
月
15
日
（
水
）
14
時
～
15
時
30
分

「
雑ぞ

う

歌か

（
４
）
」

　
（
巻
９
・
１
７
１
０
〜
１
７
２
５
番
歌
）

［
講
師
］ 

井
上 

さ
や
か

	

（
当
館
企
画
・
研
究
係
長
）

［
定
員
］
１
５
０
人
（
先
着
）

	

※
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信　

	
   （

翌
日
か
ら
1
週
間
視
聴
可
）

に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
万
葉 

夏　

7
月
18
日
（
土
）
～
8
月
29
日
（
土
）

※
詳
し
く
は
当
館
Ｈ
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

万
葉
文
化
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

葛飾北斎「冨嶽三十六景　相州七里濱」 
奈良県立美術館蔵

☎ 0744-54-1850
HP  www.pref.nara.lg.jp/manyo
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